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行動科学序論テキスト『人文科学の発想とスキル』（pp. 24-25） 

NDC（日本十進分類法）についての補足と訂正 
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文献検索の方法 課題 解答例と解説 
担当：森 雅秀 

 

１．（１）教育学部心理学教室 ２冊、中央図書館（開架） １冊 

（２）教育学部の２冊はNDC が 371.4、中央館の１冊は 141.3 である。前者は教育、後者は心

理学にそれぞれ分類されている。 

＜解説＞それぞれの分類は序論のテキスト p. 25 の表４から確認できます。厳密に言えば『日本十進分類

法 第８版』より、371.4 は「教育学、教育思想」の中の「教育心理学、教育的カウンセリング、発

達、学習、人格と適応」を、141.3 は「普通心理学、心理各論」の中の「学習、記憶」を示します

（本学は『日本十進分類法 第８版』を使用しています）。

２．（１）１０冊 

（２）叢書全体は３，第１巻は２７１（0５年 7 月 15 日現在）。表示数に大きな違いがある理

由は、叢書全体で登録しているところは３機関のみで、叢書全体をそろえていても、ほと

んどの機関は各巻ごとに登録しているため、叢書全体の表示画面ではあらわれないから。 

＜解説＞この問題は、Webcat の叢書全体で表示する画面にあらわれる所蔵機関は、実際に全体をそろえ

ているもののごく一部であることを知ってもらうためでした。「叢書の一部を所蔵する図書館は多い

が、すべてそろえているところは少ないから」という解答もありましたが、これは誤りです。授業で

もヒントを出しましたが、２７１と３というあまりに大きな数の違いに、おかしいと気付くことを出

題者は期待しました。課題では第１巻の所蔵機関数をたずねましたが、ためしに２巻以降を調べれば、

ほとんど２６０以上の所蔵機関数があることがわかります。また、(1)のところで、金大にも１０巻す

べてそろっていることは確認できているので、叢書全体の所蔵機関に金大が含まれていないことにも、

気付くはずです。複数巻で構成されている叢書などを Webcat で検索した場合、所蔵機関については、

全体の表示ではなく、各巻の表示まで進んで確認する必要があることをおぼえておいて下さい。

（３）NDC は 910.8 なので日本文学に分類されている。その理由は、この叢書は「日本文学」

と「仏教」という二つのテーマを扱っているが、「仏教が日本文学に与えた影響」という立

場からの叢書なので、影響を受けた日本文学に分類されたと考えられる。 

＜解説＞NDC は 910.8 は「日本文学」の中の「叢書、講座」を表します。複数の主題を扱う場合、NDC

には「一つの主題が他の主題に影響を及ぼした場合には、原則として影響を受けた側に分類する」と

いう分類法則がありました。また、二つの主題が同等に扱われている場合、はじめの主題に分類する

という法則もありました。これらの法則は配付資料の中で紹介しています

３．（１）洋書は８冊、和書は１９冊（0５年 7 月 15 日現在）。 

（２）カタカナ表記がマリノフスキー以外にマリノゥスキィ、マリノウスキーなどがあるから。 

４．略 

＜解説＞WebcatPlus はWebcat をさらに強化した検索ツールです。一致検索はWebcat と大差ないよう

ですが、連想検索という機能が便利です。研究テーマを決めた後、必要な参考文献を広く知りたいと

きなどに使います。あまりヒット数が多いと、かえって必要なものを絞り込むのに手間がかかること

もありますので、Webcat とうまく使い分けるといいでしょう。なお、「必要な書誌情報」と問題文に

あるので、著者名（翻訳であれば翻訳者名）、書名、出版地(和書であれば省略可)、出版社、出版年が、

それぞれの文献について必要です。

５．Michiko Niikuni Wilson, The Marginal world of O¯e Kenzaburo : a study in themes and 

techniques, New York: M.E. Sharpe, 1986. 

＜解説＞大江健三郎をあつかった洋書は他にもあるかもしれませんが、タイトルに大江健三郎（Oe

Kenzaburo）が含まれる洋書として、この本がヒットします。大江健三郎のローマ字表記が、

kenzaburou の場合、ヒットしないので、困った方が多かったようです。上記のマリノフスキーと同



様、他の国の言葉に置き換えるときには、いろいろな表記を試す必要があります。日本人の人名を

ローマ字にするときは、発音に近い表記が一般的なようです。なお、大江健三郎自身の著作（翻訳）

をあげた方がいましたが、問題は「 」です。

６．  雑誌名：Artibus Asiae 著者名：Meister, M. W. 

論文の標題：Juncture and Conjunction: Planning and Temple Architecture 

巻数： 41 号数： 2 掲載ページ：226-234 発行年：1976 

＜解説＞この問題は、実際に論文を入手するときに必要な手続きを知るためのものです。まずはじめに、

問題の中の書誌学的データが何を表すかを知る必要があります。雑誌名はイタリック体で表示するの

が一般的なので、Artibus Asiae がそれに当たります。その上で Artibus Asiae を OPAC で検索する

と、文学部の考古学に一部所蔵されていることが表示されます。しかし、所蔵巻号が 55-56,57(1-

2),58-63+となっていて、５５巻以降はほぼそろっていますが（63+の+は継続して購入中を表す）、

該当巻である４１巻は含まれません。つぎに同じタイトルをWebcat で検索すると３つ現れ、このう

ちはじめのものが該当するので、そこをクリックすると所蔵機関の一覧が表示されます。４１巻を所

蔵する機関は多数あり、たとえば、上から順に３つ示すと、亜細亜大学、愛知学院大学、京都大学工

学部となります。亜細亜大学の名前の後にある 24-50 のような巻数の表記から、41 が含まれている

ことを確認しなければなりません。以上のことは、図書館のカウンター近くにある『学術雑誌総合目

録』で、Artibus Asiae でひいても調べることができます。

なお「論文を入手する」という表現がわかりにくかったようですが、複写を依頼するということで

す。学術雑誌に掲載されている論文で、その掲載誌が学内で所蔵されていない場合、掲載誌そのもの

を購入することや、相互貸借することは困難です。直接出向いて、借りたり複写することももちろん

可能ですが、一般には図書館を通じての「複写依頼」となります。付け加えておきますと、実際に複

写依頼をするときは、上記のデータ以外にも書誌 ID や ISSNが必要となりますが、問題文には含ま

れていないので、答えには必要ありません（これらはWebcat で表示され、わからなければ図書館の

職員の方が調べてくれるはずです）。

７．＜解答例＞ Raud, Rein, 'Place' and 'Being-time': Spatiotemporal Concepts in the Thought 

of Nishida Kitaro and Dogen Kigen, Philosophy East and West, Vol. 51, No. 1, pp. 29-23. 

＜解説＞他にも何件かあるようです。表示画面からOPAC にリンクしているので、クリックすると学内

にあれば所蔵場所等もわかります。上記の雑誌は文学部の比較文化研究室にあります。

８．略 

＜解説＞論文の書誌情報は、上記の問題６で示した項目を、すべてあげます。場合によっては、巻数と号

数は、いずれか一つのみのこともあります。

９．2004 年３月８日 二葉亭四迷 

＜解説＞図書館の朝日新聞 DNAで「暁烏文庫」と「五木寛之」で検索するとヒットします。出題者は

「明治期の作家」ということで日本人の作家を意図したのですが、ドストエフスキーや暁烏敏そのも

のを解答とした人もいました。検索して記事にたどり着くことが課題ですので、記事の中に含まれる

人名であれば、正解とします。なお、この問題は検索の方法を知ることとともに、本学図書館にある

すぐれたコレクションをあわせて知って欲しいという意図があります。暁烏文庫については中央図書

館のＨＰでも紹介されています。トップページの「各種コレクション」「暁烏文庫」にリンクがはっ

てあります。また、本年４月に刊行された金沢大学図書館報『こだま』156 号で、簡単な紹介を私も

書きました（『こだま』も図書館のトップページからたどれます）。
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